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１．はじめに

西南中国、とくに、雲南省では、多数の少数民族が

居住しており、それぞれの地域において、伝統的土器

製作（以下「土器製作」と略記する）が受け継がれて

きた（季1958ほか)。これまで、筆者らは、西双版納

俸族自治州における俸族、とくに、俸防の土器製作に

関する現地調査を積み重ねてきた（徳澤ほか2006.

2007,徳澤2008)。しかしながら、俸防の製作技術及

び生産様式を特徴付けるには、地域間、民族間の比較

が有効、かつ、必要不可欠である。今回、玉溪市新平

葬族俸族自治県（以下「新平県」と略記する）の花腰

俸族及び同市元江吟尼族蕊族俸族自治県（以下「元江

県｣」と略記する）の蕊族の村泰における現地調査に

着手した。本稿では、2009年３月、現地調査で訪問

した新平県夏泗鎮土鍋秦（以下「新平土鍋蕊」という）

及び元江県攪江鎮土鍋簗（以下「元江土鍋泰」という）

の土器製作を取り上げ、製作技術及び生産様式に関す

る記録を整理し、比較検討することにしたい。

２．新平土鍋塞における伝統的土器製作

村案について１９世帯存在し、このうち、１０世帯程

度が土器製作に関与している。2009年３月の現地調

査では、３世帯が土器製作を継続していた。土器製作

者（以下｢製作者」と略記する）は､王民詳さん（３６才・

花腰俸族）を除いて、女性であった。王さんは、主と

して、大きなサイズの鍋ＭｂｗＬｊ〃を製作する。

インフオーマントについて今回の乾季予備調査で

は、１０世帯のうち、季艶芳さん（43歳。花腰俸族）

のインタビューをもとに、花腰俸族の土器製作を再構

成する。李さんは､30歳くらいから土器製作を始めた。

近隣の曼費素から嫁いで、夫の母、すなわち、祖-母か

ら土器製作を習得した。祖母は、５２歳で他界し、死

亡する直前になって、李さんが土器製作を習うことに

なった。祖母は、祖父との間に２男２女を儲けが、２

女は他家に嫁いだ。土鍋築では、父方居住であり、±
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器製作は、息子の嫁に対して、姑が土器製作を教授す

ることが一般的であり、２男の嫁は、ともに、土器製

作を継承した。また、李さんは、夫との間に１男１女

を儲けたが、息子は、四川省に出稼ぎ、娘は、夏栖鎮

で賃金労働に従事している。李さんは、夫ともに、農

業に従事し、主として、梗米及びサトウキビを栽培し

ている。糎米は、２～８月、８～１１月ないしは１２月

の２期作であり、サトウキビは、通年栽培している。

農繁期であったとしても、農作業の合間を見ながら、

土器製作を継続しているものの、１２月から２月にか

けての農閑期において、土器製作を盛んにする。

製作器種３種類の器種を製作している。まず、Ｍｂｗ

Ｌｉ〃（図版１．２)、薬缶ＭｂｗＸＪ"Ｌａ（写真１）、油壺
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ＭＤｗＺｂﾉ刀施（写真２）の３種類であり、とくに、Mbw

Lj〃は、１０種類のサイズバリエーションがある。Ｍ,ｗ

Ｌｊ〃の最大サイズは、水喪、米容れ等で使用されてい

たものの､最近は製作されなくなった｡また､李さんは、

ＭｂｗＬ/"の中位クラスであれば、乾季において、１１ヨ

あたり１０個を製作することができる。年間１’０００元

程度の土器製作による収入がある。世帯の年間総収入

は､米生産5,000元､サトウキビ生産2,000～3,000元、

雑収入1,000元である｡年間総収入約１０，０００元のうち、

土器製作による収入が１/１０程度を占める。ちなみに、

雑収入は、農閑期における夫の家具、農具製作等によ

る収入である。

製作道具旅を成形台に載せて、これを手回しするこ

とで､回転台の要領で使用することができる。成形は、

主として、叩き板と当て具が使用される。叩き板は、

無文のＢｉｲo"gLα〃（図版3-1,2）と有文のＬ/iｲo〉ＺｇＬａノ

Ｍｂｗ（図版3-3）からなり、ともに、夫が製作したも

のである。HiJo帽Ｌα〃は松以外の硬い樹種を使用し、

Hi,o"ｇＬａｊＭｂＷは、砂松樹を使用するという用材選択

がある。当て具は、祖母の代から受け継がれた川原石

、"gPowMbw（図版3-4）が使用される。

素地製作生地粘土は、李さんの自宅から徒歩５分の

ところにある自有田の棚田の床土が使用される（写真

３)。李さんは、出作り小屋に立ち寄って、鍬を携え

て、粘土採掘の棚田に赴いていた。鉄分を多く含む床

土を横掘りして（写真４)、上層の灰褐色土及び下層

の黄褐色土を採取する（写真５)。採掘した生地粘土

は、鍬で小さなブロックに粉砕し、土質及び交雑物の

有無を確認しながら､灰褐色土及び黄褐色土に分別し、

それぞれ寵に入れ、天秤棒に提げて自宅に持ち帰る。

生地粘土は、２階のテラスで天日干しされ、灰褐色土

と黄褐色土に分別し、積み置いていた。李さんは、自

宅の１階の土間の踏み臼の周辺において、素地製作を

行っている。粘土は、灰褐色士１：黄褐色土３の比率

で混交し､踏み臼で細粒若しくは微粒に搗き崩される。

黄褐色土は、小石・砂を含むことから、川砂等を混和

する必要がない。粉砕は、右手の竹竿で粘土を返しな

がら、右足で踏み臼を踏み込む（写真６)。踏み臼で

粉砕された粘土は、目の粗い筋（2cm）（写真７）で節

掛けされ（写真８)、箭残された細粒の粘土は、再度

踏み臼に戻されて､微粒にされる。粉砕された粘土は、

アルミの盤の中に移され、水廻しをしながら、生地粘

土を繰り込んで、４～５個の砲弾形状のブロックにま

とめられる（写真９)。砲弾形状のブロックは、ビニー

ルシート上でそれぞれ練り上げられる（写真１o)。こ

れらの砲弾形状のブロックを大きな一つの塊にまとめ

て、床に打ち付けながら、大きな四角柱状のまとまり

にする（写真１１)。これをビニール袋等に包み込んで、

数日寝かせる。

成形ＭｂｗＬｊ〃の中型は、３工程で成形される。第１

工程は､厘鉢形原型(以下｢原型」という｡）が作出され、

口縁部が成形される。第２工程は、ロ頚部以下の球胴

状の胴部が成形される。第３工程は、平底気味の底部

の成形である。

第１エ程前半は、粘土紐積み上げによって、原型が

成形される工程であり、後半は、ナデによって、口縁

部及び口頚部が成形される工程である。製作者は、座

り姿勢で､成形台上で成形する｡また､成形にあたって、

素地粘土を切り出して、成形直前の練り込みをしてい

た。第１工程における作業各段階は以下のとおりであ

る。（１）素地粘土から粘土紐単位を切り出し、桟板に

打ち付け（写真１２)、手持ちで操み出すことで伸ばす

(写真１３)。また、桟板上で押し転がすことで（写真

14)、長さ５０cm、直径４～５cm程度の太めの粘土紐を

作出する。成形で必要な３本の粘土紐をまとめて作出

する（写真15)。（２）素地粘土から底部となる円盤単

位を切り出し、成形台上に打ち付けて（写真16)、手

指で操み上げて（写真17)、掌で挟み打ちながら（写

真18)、円盤単位を作出する。円盤単位を成形台に打

ち付けて、粘土円盤を作出する（写真19)。（３）粘土

円盤を木切れの桟板の上に載せて、さらに、粘土円盤

と桟板を回転台の代わりとなる荒の上に載せる。擦り

減って廃品となったサンダーディスクの円周にあわせ

て、金属製のナイフで粘土円盤の側縁を切り揃えて、

底部円盤を作出する（写真20)。サンダーデイスクは、

ＭｂｗＬｍの大きさにあわせて、１０種類が用意してあっ

た。(4)底部円盤の側縁から上面に跨るように、手指

の腹で太めの粘土紐を押し付けて、高さ３cm程度の

粘土帯を積み上げる（写真２１)。(5)底部円盤と１段

目の粘土帯の接合部分の内外面を手指の腹でオサエる

(写真22)。(6)底部円盤と１段目の粘土帯の接合部分

の内面に対して、人差し指の腹でナデる（写真23)。

(7)(5)と同じように、底部円盤と１段目の粘土帯の

下半の外面及び内面を手指の腹でオサエる。（８）１段

目の粘土帯の下半を手指の腹でオサエて、粘土帯の高

さを伸ばす（写真24)。（９）１段目の粘土帯の上半を

手指の腹でオサエて、粘土帯の高さを内傾気味に伸ば

す（写真25)。（10）１段目の粘土帯の上端を手指の腹

でオサエて、粘土帯の高さを伸ばしながら、２段目の

粘土帯を接合する内傾接合面を作出する（写真26)。

(11）１段目の粘土帯の内傾接合面に対して、手指の

腹で粘土紐を押し付けて、高さ３～４ｃｍ程度の２段

目の粘土帯を積み上げる（写真２７)。（12）１．２段目

の粘土帯の接合部分から２段目の粘土帯の下半にかけ

ての内外面を手指の腹でオサエる（写真28)。（13）２

段目の粘土帯の上半を手指の腹でオサエて、粘土帯
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の高さを内傾気味に伸ばす。（14）２段目の粘土帯の

上端を手指の腹でオサエて、粘土帯の高さを伸ばしな

がら、３段目の粘土帯を接合する内傾接合面を作出す

る。（15)(11）と同じように、高さ３～４cm程度の３

段目の粘土帯を積み上げる（写真29)。（16）２．３段

目の粘土帯の接合部分から３段目の粘土帯の下半にか

けての内外面を手指の腹でオサエる。（17）３段目の

粘土帯の上半を手指の腹でオサエて、粘土帯の高さを

内傾気味に伸ばす。（18）３段目の粘土帯の上端を手

指の腹でオサエて、粘土帯の高さを伸ばしながら、４

段目の粘土帯を接合する内傾接合面を作出する。（19）

素地粘土から粘土紐単位を切り出し、桟板に打ち付

け、手持ちで捻ることで伸ばす。また、桟板上で押し

転がすことで、長さ５０cm、直径４～５cm程度の太め

の粘土紐を作出する。粘土紐を桟板に打ち付けて、タ

タラ状の粘土帯を作出する（写真30)。（20)(11）と同

じように、高さ５cm程度の４段目の粘土帯を積み上

げる（写真31)。（21）３．４段目の粘土帯の接合部分

から４段目の粘土帯の下半にかけての内外面を手指

戯'ＺｇＰｏｗＭ,ｗ（図版3-4）で２．３段目の粘土帯をタ

タキ締めながら、胴部上半の膨らみを成形する（写真
39)。(3)ＨＭＯ"gLajA化ｗ(図版3-3)とＨ７"gPowM,ｗ(図
版3-4）でタタキ文様を付ける（写真４１)。（４）円柱
状の万年筆の柄で口縁部内面をナデる（写真42)。（５）
手指の腹で口縁部内面をナデる（写真43)。（６）ロ縁
部をHiJo7zgLα"(図版3-1)でやさしくタタキ揃える(写
真44)。(7)素地粘土から粘土紐単位を切り出し、桟
板に打ち付け､手持ちで操み出すことで伸ばす。また、
桟板上で押し転がすことで、長さ５０cm、直径２cm程

度の細めの粘土紐を作出する。粘土紐を馳○'ZgLα"(図
版3-2）でタタキながら、タタラ状の粘土帯を作出す
る（写真４５)。（８）タタラ状の粘土帯を金属製のナイ

フで切り揃えて、長さ６～７cm程度の把手の粘土帯

を作出する（写真46)。（９）人差し指の腹で粘土帯を

二股状に広げる（写真47)。（10）タタラ状の粘土帯を

｢U」字形に折り曲げる。（11）人差し指の腹で口縁部
に水をナデ付けて、口縁部と胴部上半に二股状の把手

の端部を貼り付ける。（12)把手の貼り付け部分に指
の腹でオサエる。（22）３段目の粘土

帯の上半を手指の腹でオサエて、粘

土帯の高さを内傾気味に伸ばす（写

真32)。（23)HiJolZgLα〃（図版3-1）と

Ｈ７"gＰｏｗＭ９ｗ（図版3-4）で１．２段

目の粘土帯をタタキ揃えながら、原型

を上方に伸ばす(写真33)。（24)勘o"ｇ

Ｌα〃（図版3-1）とH1rlZgPoWMﾌⅦ（図

版3-4）で３．４段目の粘土帯をタタ

キ揃えながら､原型を上方に伸ばす(写

真34)。（25)原型の上端を竹製のへラ

状工具（写真35）で削ぎ切りし、原

型上端の高さを揃える(写真36)。（26）

原型上端を人差し指の腹でナデる（写

真37)。（27)原型上端に対して、親指

と人差し指・中指の股で挟んだ濡れ布

でロ縁部を成形する（写真38)。１個

体あたりの所要時間は、２１分58秒で

あった。

第２エ程前半は、タタキ成形によっ

て、胴部下半に最大径をもつ胴部が成

形される工程であり、後半は、口縁

部下位の文様が施文される工程であ

る。あわせて、把手も付加される。製

作者は、中腰姿勢で、成形台上で成

形する。(1)勘。"ｇＬＱ〃（図版3-1）と

獅噌ＰｏｗＭｂｗ（図版3-4）で底部円盤

と１段目の粘土帯をタタキ締める（写

真39)。(2)ＨｉｍＪ１ｇＬｑ〃（図版3-1）と

iillllillIiiilllllllllilliillllilllliIillii
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矢羽根状のタタキ文様

筋状及び斑状の覆い接触黒斑

図版１新平土鍋秦のｊＶｂｗＬｊ〃（1/6）
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半は、胴部下半以下の文様が施文される工

程である。製作者は、座り姿勢で、膝上で

成形する。（１）粘土円盤と１段目の粘土帯

のなす稜を金属製のナイフで切削して、断

面三角形状の粘土を切り出す（写真５１)。

(2)切り出し部分に対して、Ｂｉｨ０７垣Lα〃（図

版3-1）と師"gPowMbw（図版3-4）でタ

タキ締める（写真52)。(3)切り出し部分

から底面にかけて、HiJo"ｇＬｑ〃（図版3-1）

と厩"gＰｏｗＭｂＷ（図版3-4）でタタキな

がら、胴部下半に最大径をもつ胴部と丸底

状の底部を成形する（写真53)。(4)ＨＷｏｌｚｇ

ＬａｊＭｂＷ（図版3-3）とＨｍｇＰｏｗＭｂｗ（図

版3-4）でタタキ文様を付ける（写真54)。

(5)胴部下半から底部にかけて、Ｈｉｌｏ"ｇ

Ｌα"(図版3-1)でやさしくタタキ揃える(写

真55)。(6)水を含ませたスポンジで底部

から胴部上半の内面をナデる。１個体あた

りの所要時間は、１１分３５秒であった。成

形全工程を通算すると、１個体あたりの所

要時間は、４７分１６秒であった。

乾燥第２－３工程間の乾燥において、原

型の底部円盤と１段目の粘土帯の接合部付

近を布きれで覆って、ビニール紐で縛り、

屋内で蔭干することで、過乾燥を抑止して

いた（写真56)。一方、成形一焼成間の乾

叫彌￣<ツプミノ藤
キザミ文様
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Ｕ 筋状の覆い接触黒斑

図版２新平土鍋泰のＭｂｗＬｊ"の蓋（1/6）
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合わせる（写真48)。（13）

把手の貼り合わせ部分を人

差し指の腹でナデ付けるこ

とで、把手の接着を補強す

る。（14）口縁部内面から

食み出した把手の貼り合わ

せ部分の余分な粘土を金属

製のナイフで削ぎ切りす

る（写真49)。（15)把手を

手指の腹で把手をナデる。

(16）口縁部内面を円柱状

の万年筆の柄でナデる。

(17）水を含ませたスポン

ジで底部から口縁部の内面

をナデる（写真50)。１個

体あたりの所要時間は、１３

分４３秒であった。

第３エ程前半は、タタキ

成形によって、底部が成

形される工程であり、後
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燥時間では、成形体を横倒し、底部を日向に晒して、

直射日光に当てることで、日干していた（写真57)。

焼成李さんは、村棄の製作者とともに、崖線沿いの

焼成場所を共用している。川筋方向に切り土された３

段の整地であり（写真58)、いずれも２０個程度の焼

成が限度のきわめて倭小な焼成場所である。焼成は、

注文請けによる土器製作が中心であることから、焼成

個数及び焼成頻度は、仲買人からの注文に左右される

ものの、１回あたりの平均的な焼成個数は５～20個

程度であるという。燃料は、稲藁及び籾殻であり、季

艶芳さんの田圃から調達しており、無償である。焼成

は、通常、夕方から開始され、翌朝取り上げられる。

成形体及び燃料の配置(1)川筋方向にあわせて、焼

成配置の主軸を設定し、長軸（主軸と同じ｡）方向

160cm、短軸方向146ｃｍの範囲で、数燃料の稲藁が敷

かれた。（２）口縁部を短軸方向外側の斜め上方に向け

て、長軸方向３列、短軸方向２行のＭｂｗＬｊ'２６個体

を配置し（写真59)、行間を中心として、ＭｂｗＬｊ〃の

蓋ＨｍｇＭ,ｗ５個体を表裏に合して載せ掛けた（写真

60)。行隣のＭｂｗＬｊ"は、尻合わせに支承し合う配置

となっている。(3)稲藁の束を崩さず、そのまま積み

重ねることによって、成形体配置を箱形状に囲緤する

(写真61)。(4)成形体及び四囲する稲藁の束に対して、

束を崩しながら、稲葉を被せる（写真62)。稲葉は、

稲穂を短軸方向、長軸方向、そして、短軸方向、長軸

方向の４層に葺き重ねし、さらに、解れた稲藁を載せ

ていた（写真63)。(5)解れた稲葉を載せた天井部の

中央に籾殻を載せ掛け、竹竿で均す（写真64)。（６）

天井部の籾殻を載せ掛けた部分を四囲するように灰を

被覆し､竹竿で均す(写真65)｡稲藁30.0kg､籾殻4.8kg、

被覆材の藁灰７kgが使用され、敷燃料、成形体、樹、

燃料、被覆材からなる焼成配置の積み上げ高は、７０ｃｍ

を測った。(7)稲藁の束に火を点け、成形体配置を囲

僥した敷燃料の周縁に点火した（写真66)。

燃焼過程午後５時２０分、風上方向から||頂に４辺に

点火したものの、昇温はきわめて緩やかであった。点

火後、焼成配置を変更することはない（写真67)。午

後８時24分、489℃に到達した（写真68)。李さんに

よると、午後９時を過ぎてから、覆い天井の中央部の

籾殻が燃焼し、籾灰が沈降し、空気交換率が高まるこ

とによって、急激に温度が上昇するという。翌朝、午

前８時３０分、取り出しがはじめられたものの、110℃

と比較的高温を維持していた｡また､燃料の消費に伴っ

て、積み上げ高38ｃｍまで沈降した（写真69)。

黒斑等の焼成痕跡の産状取り上げ作業を一時停止し

てもらいながら、黒斑等の焼成痕跡の産状を観察し

た。外Ｂ面（上向きの外面）を見ると、蓋には、顕著

な黒斑等の焼成痕跡がほとんど見られなかった。合子

状に重ね焼きされた蓋のうち、裏面を覆い方向にむけ

られた蓋の周縁において、淡紫色の筋状の覆い接触黒

斑がわずかに遺されていた。また、川筋上流側の２列

のＭｂｗＬｊ〃において、胴部上半の小さな円形の覆い接

触黒斑と口唇部の筋状の覆い接触黒斑が見られた（写

真70)。火色も見られなかった。内面を見ると、１個

体について､残存黒斑が見られた。すべての個体には、

熾き溜まり黒斑を確認できなかった（写真71)。一方、

外Ａ面（下向きの外面）を見ると、すべての個体につ

いて、小さな円形ないしは楕円形状の接地面黒斑が形

成されていた（写真72)。焼成不良及び焼成に伴う破

損も皆無であった。

販売注文請けによる受注生産販売と直接販売があ

る。間接販売は、昆明、玉溪、水天等の小売業者が直

接買い付けに来ることがある。ＭｂｗＬｊ〃の中位のサイ

ズであれば、８～１０元で仕入れられる。一方、李さ

んは、夏泗鎮の週１回の朝市に、天秤棒で土器を担い

で直接販売している。持ち込む土器の数量が多い場合

は、夫の手助けがあり、必要に応じて、バイク、ト

ラックを借り上げることがある。ＭｂｗＬｊ〃の中位のサ

イズであれば、１０～12元で販売する。ちなみに、観

光地化されつつある夏酒鎮の土産物屋では、普再茶等

とともに、土鍋素の伝統的土器が販売されていた（写

真73)。Ｍ９ｗＬｉ〃の中型サイズで30元であり、市価の

３倍の価格で販売されていた（写真74)。

３．元江土鍋秦における伝統的土器製作

村塞について１６０世帯６００人が居住する蕊族の村棄

であり、このうち、４世帯程度が土器製作に関与して

いる。土器製作者は、すべて女性である。

インフオーマントについて今回の乾季予備調査で

は、４世帯のうち、ＨＯ１３の楊諾さん（69歳。諺族）

のインタビューを中心として、楊さん、ＨＯ６９の羅塞

諾さん（66歳。葬族)、白諾（63歳。葬族）の成形と

３世帯の焼成をもとに、土器製作を再構成する。楊さ

んは、１８歳前後から土器製作を始めた。祖母から土

器製作を継承したという。祖母は、８１歳で土器製作

を停止し、８９歳で他界したという。祖母は、祖父と

の間に２男１女を儲けたが、楊さんだけが土器製作を

継承した。土鍋泰では、基本的に母方居住であり、娘

が土器製作を継承することが一般的である。また、楊

さんは､夫との間に１男２女を儲けたが、２人の娘は、

手や服が汚れるといって、土器製作を敬遠している。

かつて、夫ともに、農業従事し、主として、梗米及び

サトウキビを栽培していた。当時、２期作であり、３

～６月、７～１０月の農繁期では、農作業の合間を縫っ

て、土器製作を継続した。しかし、近年、農作業から

リタイアして､通年土器製作を継続している。ただし、
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き板は､ＤｅＫｔ７Ｄ〃（図版5-1)､ＤａＫＺ７（図

版5-2,3,5)、妬Ｃﾉｶﾉ（図版5-4）の３種
類からなり、すべて夫が製作した。樹種
は不明であるものの、建築廃材を再利用

している。当て具は、祖母の代から受け

継がれた川原石比ＬｏＤｊ（図版5-6,7,8）
が使用される。

素地製作楊諾さんは、自宅の門塀周辺
において、素地製作、成形を行ってぃ

蕊麩
J

１

Ｂｒ田

鄙

ｉｒｉＩｉｉＦ
鶯

9

!\盤

;i蕊纏蕊参錘 碗Ｃ/ｈｊによるヘラナデの痕跡において、素地製作、成形を行ってい

た。粘土は、田土であり、乾燥後、踏み

臼で細粒若しくは微粒に粉砕する。粉砕

後、筋にかけて、細粒の粘土は、再度踏
み臼に戻して、微粒にする。川砂は、粘

土と同じように、節にかけて、微粒砂を

選り出す。微粒の粘土と砂を攪拝混交さ

せて、素地粘土を製作する。（１）生地粘
土は、ピニールシートの上で築山形状に

盛り上げられ、その頂部をカルデラ状に

陥没させ､ここに加水する(写真82)。（２）
加水したカルデラ状の陥没に対して、山

裾の生地粘土をすくい上げ、カルデラ状
の陥没を閉塞しながら、水廻しする（写
真８３)。（３）生地粘土を撹拝混交し、手

繰りすることで小さな生地粘土のまとま

りにする（写真84)。(4)小さな生地粘

土のまとまりを練り込んで、５～６個の

砲弾形状のブロックにまとめられる（写

…ｆ鶏 1鱸鱸鱸霧灘驚…鰯…

iiiLlifJ1篭T鍼ご`ﾛ零･\

把手（斜め下方から撮影）真８５)。（５）これらの砲弾形状のブロッ
)Ａ比（1/6） クを大きな一つの塊にまとめて、床に打

ち付けながら（写真86)、大きな四角柱

土器製作を停状のまとまりにする。(6)大きな四角柱状の素地粘土
のまとまりに水をナデ付ける。

いる。まず、成形ＡＬＣの成形工程は、１工程である。ＡＬＣに限
水差ＡＰ〃(写らず、すべての製作器種は、成形工程間の乾燥時間
HｍＵ（写真を差し挟むことがなかった。製作者は、座り姿勢で、
二真80）等で助ａＣ７ｚｏ上で成形する。また、成形にあたって、四角
ﾍﾉ及びその母柱状の大きなまとまりから、素地粘土を切り出して、
)新たに製作成形直前の練り込みをしていた。また、ＳｈａＣ/io上に
よ、いくつか水と灰を撒いていた（写真８７)。（１）成形板Ｄα“（図
ズは水入れ、版5-5）の上で、素地粘土を練り直して（写真88)、
土製作されな手持ちで操み出しながら、直径５ｃｍ程度の太めの粘
うれば、乾季土紐を作出し（写真89)、下端から６cm程度の粘土紐
とができる。を切り出し、助αＣＡＯ上に打ち付けて、ＤｅＫｎＤ〃（図
･成形される。版5-1）でタタキながら、底部円盤を作出する（写真
と。母の代で９０)。（２）底部円盤の上面に対して、手指で太めの粘
ﾜ、鉄製に変土紐を押し付けて、伸ばしながら、幅４ｃｍ程度の粘
Lんだ（写真土帯を積み上げる（写真９１)。（３）背の低い厘鉢形原
]される。叩型を持ち上げて、回転台に打ち付けて、底部円盤と

図版４ 元江土鍋簗のＡＬＣ

正月から擬水節（２～４月）にかけて、土器製作を停
止する。

製作器種７種類以上の器種を製作している。まず、
鍋ＡＬＣ(図版４)､薬缶ＡＬｏＩｈ(写真75)､水差ＡＰ〃(写
真76)、水甕（米容）ＥＣＣＯ(写真77)、甑ｍＵ（写真
78）、煽炉ZｂＵ（写真79）、盟睡Tｂ（写真80）等で
ある。いずれも伝統的器種であり、楊さん及びその母
である祖母の土器製作のキャリアの中で、新たに製作
されるようになった器種はない。ＡＬＣは、いくつか

のサイズバリエーションがある｡最大サイズは水入れ、
米容れ等で使用されていたものの、最近は製作されな

くなった。また、ＡＬＤの中位サイズであれば、乾季
において、１日あたり１０個を製作することができる。

製作道具成形は､回転台Ｓ７ｉＱＣ７ｚｏの上で成形される。
楊諾さんの｣Ｓｈａｄｉｏは、母から譲り受けた。母の代で
は、木製の回転軸が据えられていたものの、鉄製に変

更するとともに、鉄製の軸受けを嵌め込んだ（写真
81)。また、無文の叩き板と当て具が使用される。叩
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粘土帯の接合を補強する。

(14)成形板ＤａＫ上zの上で、

素地粘土を練り直して、手

持ちで捻りながら、直径２

cm程度の細めの粘土紐を作

出し、２段目の粘土帯上端

の内面に対して、親指、人

差し指と掌で２段目の粘土

紐を押し付けて、捻じ立て

ながら、幅１～２cm程度の

幅狭の粘土帯を重ね合わせ

る。２段目の粘土帯の上端

を裏打ちするような補強で

ある（写真101)。（l５ｍｈ

Ｃｈｉ（図版5-4）で２段目の

粘土帯の上端をタタキ揃え

る（写真102)。（16)ＤａＸｈ

（図版5-2）とＳｂＬｏＤｉ（図
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1：叩き板DeKZJDil(長さ36.5cm,幅4.0cm』厚さ2.5cm,重赴2189)，２：叩き板DqXZJ(長さ29.0c1,,幅版5-7）で２段目の粘土帯
6.Ocin,厚さ0.8cm,重量1669），３：叩き板DaKZJ(長さ330cm,幅7.0cm,厚さ0.7cm,重迅1139），４：の上端をタタキ揃えなが
叩き板脆dii(長さ36.5cm,幅3.0cm,厚さ０７cm,重錘659），５:成形板DaKZ7(長さ365cm,幅6.5cm’ら、胴部上半の最大径を成
厚さ2.0cm,重埜4149），６:当て具SeLoDi(直径３５cm,厚さ2.0cm,重迅1219），７:当て具“LCD/(直形する(写真103)。（17)(15）
径4.0cm,厚さ2.5.m,重迅1819），８：当て具鉈LoDj(直径４５cm,厚さ3.4cm，重逓2819）と同じように、２段目の粘

土帯の上端をタタキ揃え

１段目の粘土帯の接合を補強する。(4)両手の人差しる。（18)原型上端に対して、人差し指と中指の股で
指、中指と親指の腹で、１段目の粘土帯を伸ばす（写挟んだ濡れ布で口縁部上端をナデ揃えて、口唇部を
真92)。（５）厘鉢形状原型（以下「原型」という）の成形する（写真104)。（19)成形板ＤａＫｔＪ（図版5-5）
内面を親指の背でナデながら、１段目の粘土帯を上方の上で､素地粘土を練り直して、手持ちで捻りながら、
に伸ばし（写真93)、さらに、１段目の粘土帯の上半直径２cm程度の細めの粘土紐を作出し、底部円盤と
を斜め上方から横方向に伸ばしながら、原型の上半を１段F1の粘土帯の接合部分の内面に対して、幅２ｃｍ
膨らませる（写真94)。(6)原型の内面を親指の背で程度の幅狭の粘土帯を重ね合わせる。底部円盤と１段
ナデながら、底部円盤と１段目の粘土帯の接合を補強目の粘土帯の接合部分を裏打ちするような補強であ
し（写真95)、１段目の粘土帯の下半を斜め上方伸ぱる。（20)ＤｑＫＺＩ（図版5-2）とＳｅＬｏＤｉ（図版5-8）で
しながら､原型の下半を膨らませる（写真96)。(7)(5)底部円盤と１段目の粘土帯の接合部分をタタキ締める
と同じように、原型の上半を膨らませる。(8)(6)と（写真105)。（21)ＤａＫ上］（図版5-2）と舵ＬＣＤノ（図版
同じように、原型の下半を膨らませる。(9)DeKZJDz／5-8)で胴部をタタキ締める(写真106)。（22)ＤａＫｔＪ(図
（図版5-1）とＳｅＬｏＤｊ（図版5-6）でタタキながら、版5-2）とＳＣＬｏＤｉ（図版5-8）で胴部の上半をダダ
原型を上方に伸ばす（写真９７)。（10）成形板ＤａＫｎキながら、胴部上半の最大径を成形し、口頚部を作出
（図版5-5）の上で、素地粘土を練り直して、手持ちする（写真107)。（23）ロ縁部を除いて、（21）と同じ
で捻りながら、直径３cm程度の太めの粘土紐を作出ように、ＤａＫｐ（図版5-2）とＳｅＬｏＤｊ（図版5-8）で
し、１段目の粘土帯上端の内面に対して、親指、人差胴部をタタキ締める。（24）叩き板を変更して、、αＫ上］
し指と掌で２段目の粘土組を押し付ける（写真９８)。（図版5-3）とＳｃＬｏＤｉ（図版5-8）で胴部をタタキ揃
（11)、αＫ上I（図版5-2）と比ＬｏＤｉ（図版5-7）で２段える(写真108)。（25)Ｊ７ｈＣﾙﾉ(図版5-4）とＳｂＬｏＤｉ(図
目に積み上げた粘土紐をタタキながら、原型を上方に版5-8）でタタキながら、ロ縁部を上方に伸ばす。（写
伸ばす（写真99)。（12)ＤａＫＺＪ（図版5-2）とＳｅＬｏＤｉ真109)。（26)ＷｈＣﾊノ（図版5-4）の側縁でロ縁部内面
（図版5-7）で１．２段目の粘土帯をタタキ締めながら、をナデ揃える（写真110)。（27)ＷｂＣｈｉ（図版5-4）の
胴部上半の最大径を作出する（写真100)。（13）胴部側縁で口頚部内面をナデ揃える（写真111)。（28)Ｗｂ
の内面を親指の背でナデながら、底部円盤と１段目のＣｈｊ（図版5-4）で口縁部の上端をタタキ揃える（写
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予備焼き(1)ＡＬｏＩｂ３の中～小位サイズ３個を横倒

させ、ロ縁部が内側に向き合うようにして、その上に、

ALoXJの大～中位サイズ、ないしは、ALC、ＢｏＣｏ等

の大きな器種１個を倒立させて、２段積みにする。ま

た、２段目に積み上げた成形体が大きすぎると、１段

目の成形体の配置を礫で支承していた(写真120)。（２）

１段目の成形体の口縁部に薪を差し入れて、点火し、

20～３０分かけて焙り焼きする。焙り焼きによって、

内面及び口縁部外面は、煤で覆われることになる。た

だし、蓋等は、焙り焼きの配置の傍らに置かれ、やや

離れた炎から煽られるものの、直接焙り焼かれない。

(3)焙り焼かれた成形体は、竿で提げられて、あるい

は、布端切れで掴んで取り出される（写真121)。

成形体及び燃料の配置(1)長軸方向150cm、短軸方

向110ｃｍにわたって、敷燃料の薪が敷かれる（写真

122)。敷燃料の薪は４１kgであった。（２）ロ縁部をや

や斜め上方の焼成配置の外側に向けて、余熱のある状

態の成形体を配置し、裏返しにした蓋を成形体の隙間

に差し入れた（写真123)。直立気味の焼成配置といっ

てよい。積み上げた敷燃料及び成形体の高さは、５５ｃｍ

を測った（写真124)。（３）きわめて少量の薪と稲藁を

載せ掛けて、掛燃料の稲葉に点火する（写真125)。

燃焼過程午後４時58分､点火した｡瞬く間に昇炎し、

１分後、８分間にわたって、稲藁の投げ込みを断続さ

せた（写真126)。稲藁12.5kg、雑草4.5ｋｇが投げ込

まれた。１０分後、掛燃料がほぼ燃え尽きて、昇炎し

なくなり、藁灰が積層された覆い構造が構築された。

１１分後、薪竿で藁灰を均しながら、自然煙道を閉塞

した（写真127)。１３分後、覆い構造の風上方向の側

面に薪竿で風穴を開口することで、覆い構造の中で

煉っていた薪が焚き付いて、再度、昇炎させた（写真
128)。また、１５分後、覆い構造の側面に複数の風穴

を開けた。時折、薪竿で覆い構造を捲りながら、覆い

構造内部の燃焼状態を確認していた（写真129)。２２

分後、裾部から覆い構造を取り崩し、焼き上がりを吟
味しながら、焼成体の口縁部に薪竿を差し込んで、提

げ竿で取り出した（写真130)。焼き上がっていない

成形体は､しばらく熾き火上で焼き込みをしていた(写
真131)。３０分後、楊諾さんのＡＬＣ1個、ＡＰ〃１個

を除いて、焼成体を取り上げた。３５分後、薪を敷い

て、焼成不良のＡＬＣ1個、ＡＰｚｚ1個を載せて（写真

132)、稲葉を被せて、再度、焼成不良の焼成体を焼き

直した（写真133)。主として､底部を焼き込んでいた。
点火から５３分後焼成を終了した。

黒斑等焼成痕跡の産状黒斑は、内外面ともに、濃淡

の差があり、不定形である。これは、予備焼成一本焼
成‐焼き直しが行われ、これらの焼成痕跡が重複して
いることに原因があると考えられる。予備焼成では、

真112)。（29)ＷｂＣＡｊ（図版5-4）で口縁部外面をタ

タキ揃える（写真113)。（30ＷｔｚＣ７ｚｊ（図版5-4）の

側縁で胴部上半をナデ揃える。（31)(26）と同じよう

に、口縁部内面をナデ揃える。（32)(27）と同じよう

に、口頚部内面をナデ揃える。（33)(28）と同じよう

に、口縁部の上端をタタキ揃える。（34ＷＴＱＣ/、を回

転させながら、腕ｄｉｊ（図版5-4）の側縁で口縁部上

端をナデ揃える（写真114)。（35）人差し指と中指の

股で挟んだ濡れ布でロ縁部上端をナデ揃えて、口唇部

を成形する。（36）中指の腹で口縁部外面をナデる（写

真115)。（37)人差し指と中指の股で挟んだ濡れ布で

口縁部内外面及び上端をナデ揃える。（38)(30）と同

じように、ＪﾜｂＣＡｊ（図版5-4）の側縁で胴部上半をナ

デ揃える（写真116)。（39）中指の腹でロ頚部外面を

ナデる。（40)(19）と同じように、成形板ＤｑＫｂ（図版

5-5）の上で、素地粘土を練り直して、手持ちで捻り

ながら、直径２cm程度の細めの粘土紐を作出し、底

部円盤と１段目の粘土帯の接合部分の内面に対して、

幅２cm程度の|偏狭の粘土帯を重ね合わせる。底部円

盤と１段目の粘土帯の接合部分を裏打ちするような補

強である。（写真117)。（41)底部円盤と１段目の粘土

帯の接合部分の内面を親指の背でナデながら、底部

円盤と１段目の粘土帯の接合を補強する。（42)成形

板ＤａＫｔ７（図版5-5）の上で、素地粘土を押し転がし
ながら、直径１cm程度の細めの粘土紐を作出し、人

差し指と中指の腹で水をナデ付けて（写真118)、「U」
字形に折り曲げ、胴部上半の把手を貼り付ける。指先

大の複数の粘土粒を貼り合わせ（写真119)、人差し

指の腹でナデ付けることで、把手の接着を補強する。

（43)(42）と同じように、直径位置で左右対象となる

ように、もう一方の把手を貼り付ける。１個体あたり

の所要時間は、２７分５秒であった。

焼成楊さんは、羅さん、白さんとともに、自宅から

徒歩５分程度の谷底の開けた土地で焼成を行ってい

る。焼成場所は、露天であり、藁灰及び薪炭が散乱し、

繰り返し使用された痕跡が見られた。焼成は、週１回

程度の頻度であり、各世帯で焼成することもあるが、

通常、複数世帯で日程を調整して、一緒に焼成するこ

とがほとんどである。燃料は、柴や小枝を中心とする

薪、稲藁、雑草等であり、各世帯の成形体の数量にあ

わせて、持ち寄られる。燃料は、各世帯の自留山及び

田圃から調達している。2009年３月の焼成は、午前

中雨天であったことから、夕方５時あたりから焼成
が開始された。楊さんは、ＡＬＣ1個、ＡＰ〃６個、羅

さんは、ＡＰ〃８個、白さんは、ＡＬＣ1個を焼成した。

成形体及び燃料は、背負籠等で土器製作者が担いで運
び込む。焼成は、成形体の焙り焼き（予備焼き)、焼

成という手順で行われる。
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熱源に接触しないことから、黒斑が形成されないもの

の、煤で覆われることになる。予備焼成で１段目に配

置されたＡＬｏＩｂに関しては、火表に縦長の楕円形の

煤が付着し、２段目に倒立配置されたＡＬＤに関して

は、ＡＬｏＩｈに遮られた部分を除いて、口縁部から胴

部最大径を中心とする帯状の煤が付着している（写真

134)。ＡＬＣは、本焼成において、正立配置され、直

立気味に焼成配置され、敷燃料と近い胴部下半の淡い

煤が消失し、胴部最大径付近のALOIf7の煤抜けの部

分が覆い接触黒斑で埋められている(写真135)。また、

本焼成後、焼き直されたＡＬＣは、数燃料の熾き火と

被覆された稲葉によって、胴部最大径下位と口頚部の

煤が消失している。焼き上がりを見ると、予備焼成時

の煤部分が濃い黒斑となっており、煤が付着なかった

部分が淡い黒斑となっている。焼き直し後、予備焼成

後の煤と本焼成後の覆い接触黒斑の一部が消失したこ

とは明らかである（写真136)。また､多くの焼成体は、

内面の残存黒斑と底面の薪由来の不定形の設地面黒斑

が遺されていた。焼成に伴う破損は、皆無であった。

販売注文請による受注生産販売と直接販売がある。

直接販売は、毎月４回開かれる澄江鎮の朝市の露店で

販売する。天秤棒で土器を担いで直接販売している。

最も売れ行きのよいＡＬＣの中位サイズであれば、７

～１０元、次いで、売れ行きの芳しいＡＬｏＩｈで４元

５角で販売する。ちなみに、濃江鎮の陶器屋では、Ａ

ＬＣの中型サイズで30元であり、夏栖鎮と同じように、

市価の３倍の価格で販売されていた。昆明、玉溪等の

小売業者が直接買い付けに来ることもある。濃江鎮の

朝市での直接販売価格から５角～１元程度差し引かれ

た金額で仕入れられる。

土器の使用について現在、売れ筋商品は、ＡＬＣ及

びＡＬｏＩｈであるとおり、未だ、ＺＤＵ等で煮炊きされ

ている。しかしながら、糧米の作付けが奨励されると

ともに、電気炊飯器が普及したことによって、すでに、

ＳｂＵの製作が停止されていた。また、ＡＬＣが湯鍋と

して使用される際、平底であるとおり、炉の周縁に直

置きで据えられて、横からの熾き火によって、湯沸か

しされている。

４．新平土鍋案と元江土鍋案の比較

伝承形態まず、製作者に関しては、新平土鍋案及び

元江土鍋案ともに、女性が製作者である。このうち、

新平土鍋秦では、父方居住であることから、姑から土

器製作が継承されることになる。製作開始年齢が高い

とおり、少女時代、実家において、実母（祖母を含む）

からの技術移転が行われない。一方､元江土鍋案では、

薑母方居住であるとおり、実母からの土器製作の継承が

一般的である。

回転台の利用新平土鍋粟では､回転台が用いられず、

木製の四角柱状の成形台上に旅を敷いて、策の中に桟

板を置いている。旅を手回しすることで、原型等を低

速回転させている。こうした策敷き成形台は、文山壮

族苗族自治州文山県の土鍋案における「水を利用して

成形体原型を回転させる技法」（王2008）とともに、

回転台等と同じような同軸高速回転が難しい。しかし

ながら、製作者が成形台を周回する「人間轆轆」と比

較すると、製作者の負担は、かなり低減されている。

一方、元江土鍋泰では、回転台が用いられている。ま

た、元江土鍋案の回転台は、軸孔の底部に側面の方形

孔から鉄板が挿し入れられている｡長期間にわたって、

回転台とこれを支承する台軸が磨耗することを防止す

るとともに、台軸と軸孔底面の摩擦に伴う減衰力を低

減することができる。このような回転台を滑らかに旋

回させる工夫は、他地域・他民族が用いる回転台と異

なる特徴をもつといえる。

成形技法と叩き板新平土鍋粟及び元江土鍋簗とも

に、粘土紐積上げによって、厘鉢形状原型が作出され

る。その後、タタキによって、原型を変形させるこ

とで成形している。ともに、粘土紐積上げ技法であ

るType-Bの土器製作（LefIbrtsandCort2003）の範嬬

と考えられる。しかしながら、タタキの前後のエ程に

おいて、それぞれの村一案では、異なる技術的な特徴が

見られる。新平土鍋秦では、粘土帯の作出、粘土帯の

接合、内傾接合面の作出等において、粘土紐が入念に

操み込まれる。厘鉢形状原型が丁寧に作出される代わ

り、その後の原型の変形程度がきわめて小さい（第２

図)。一方、元江土鍋案では、粘土紐を伸張させて、
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写真134予備焼成後の産状［元江土鍋調写真135本焼成後の産状［元江土鍋粟］写真136焼き直し後の産状［元江土鍋粟］
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、
になる。すなわち、成形体の積算乾燥程度が予備焼成

の有無を決定付けていると考えられる。

成形技法と本焼成の焼成配置新平土鍋秦のＭｂｗＬｊ〃

は、第３工程において、平底状の丸底（ほぼ平底）が

タタキ成形される。一方、元江土鍋泰では、ＡＬＣ及

びｌＬｏＩｈをはじめとして、回転台が用いられ、底部

円盤の作出後、原型が持ち上げられて、底部にタタキ

が加えられないため、平底である。新平土鍋泰では、

底部がタタキ締められ、敷燃料の稲藁の上に横倒しで

焼成配置されることに対して、元江土鍋簗では、底部

をタタキ締める代わりに、敷燃料の薪（枝）の上に正

立気味に焼成配置していた。また、本焼成の最終段階

では、ほぼすべての焼成体を正立し直して、熾き火上

で底部を焼き締めていた。さらに、本焼成後の焼き直

しでも、新しい薪の上で底部を焼き込んでいた。すな

わち、底部のタタキ締めの程度の差異によって、焼成

配置が左右され、底部の焼き締め程度が加減されるこ

とになる。

焼成の規模と形態新平土鍋案では、成形後の夕方か

ら翌朝にかけて、焼成が継続される。点火後３時間半

後以降、最高温度に到達し、点火後１５時間が経過し

ても、覆い構造の内部で100℃以上の温度が維持され

ていた。すなわち、覆い構造の密閉度がきわめて高い

ことから、時間をかけて昇温し、長時間にわたって焼

成が維持されることに特徴がある。一方、元江土鍋泰

では、予備焼き、本焼成、そして、ＡＬＣ及等の大き

目の器種については、焼き直しが行われる。これらを

合算しても、１時間程度であり、焼成時間がきわめて

短い。また、本焼成の途中から覆い構造を取り崩し、

急激に空気交換率を高めることは、昇温と焼成時間の

短縮を促すものの、予備焼成なしでは、焼成破損を誘

発する。また、焼成時間の短縮によって、焼成が甘く

なる底部に関しては、熾き火による焼き込みと焼き直

しで補完されることに特徴がある。

】
器壁を立ち上げる｡回

転台を用いることもあ

り、新平土鍋素と比較

して、進捗が速やかで

ある。また、タタキの

後、入念なヘラナデを

加えて、原型の形状を

整える。そのため、元

江土鍋秦では、叩き板

の種類が豊富であり、

タタキ用の叩き板とヘ

ラナデ用の製作道具で

は、仕様が大きく異な

る。このうち、ＤｑＫＺ７

(図版5-3）としｆｈＣｈｊ

(図版5-4）は、タタ

キ専用のＤｅＫｔＪＤ〃（図
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１
工
程

」
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２
工
程
」 Ｉ

行 。

第
３
工
程

第２図新平土鍋案における成版5-1）。ＤａＫｔＪ（図版

形体原型の変形程度（1/10）5-2）と比較して、非
常に軽量であり、タタ

キ面に加えて、ヘラナデで使用する側縁の作業面をも

つ。また、腕Ｃﾉｶﾉ（図版5-4）に関しては、ベトナム

北部からラオス北部において、同じような形状のヘラ

ナデ用の工具が見られ、男女で回転台を高速回転させ

る伝統的な焼き締め陶器生産で用いられている。また、

タイ北部に分布する斜軸回転台を用いたTypC-Eの土

器製作（LeffertsandCort2003）において、やはり同じ

ような形状のヘラナデ用の工具が使用されている。さ

らに、ラオス中部の伸ばし技法で使用されるヘラナデ

用の工具と類似する。すなわち、新平土鍋簗と元江土

鍋案では、同じように、粘土紐積上げ技法であるもの

の、器壁の立ち上げと引き締め、胴部の拡張をめぐっ

て、前者は、タタキの役割、後者は、伸ばしの役割が

大きな成形技法に[峻別することができる。

乾燥と予備焼成新平土鍋秦及び元江土鍋村案とも

に、成形一焼成間の乾燥時間が半日程度ときわめて短

いことに特徴がある。しかしながら、新平土鍋村棄で

は、第１－２．２－３工程間において、乾燥時間が十分差

し挟まれ、第３工程の開始時では、成形体の乾燥があ

る程度進んだ状態にある。そのため、底部円盤と胴部

のなす稜が切削され、文様施文では、角柱状で重量の

あるHimJzgLqjMbwが用いられることになる。一方、

元江土鍋秦では、１工程で成形が完了することに加え

て、成形一焼成間の乾燥時間が＋分でないことから、

焼成時､成形体の枯らしが十分な状態になっていない。

その結果、主として、湿気の抜け難い内面の枯らしを

目的として、予備焼成が行われる。そのため、すべて

の成形体は、口縁部を燃料に向けて灸り焼かれること

５．おわりに

以上のとおり、新平土鍋秦と元江土鍋秦では、成形、

焼成、そして、製作工程間の関連について、それぞれ

の特徴が見られた。当然のことながら、これらの異同

は、新平県と元江県、花腰俸族と葬族という地域差と

民族差を直裁的に映し出している。また、すでに土器

製作が停止されていたものの、新平県では、花越俸族

の曼峠秦、元江県では、葬族の南糖案において、退役

した製籔作者に対して、製作技術及び生産様式に関する

インタビューを行ったところ、地域内・民族内の相同

性を示唆する証言及び実物を確認できた。今後、これ

までの俸族の調査とあわせて、中国雲南省における地

域間･民族間の比較研究を積み重ねたいと考えている。
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